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坪庭、借景、懸造り、高瀬川、御土居など、長い歴史の中で京都は条里と自然との対話において、いくつもの力強い関係を生み出してきました。新しい芸術大学のキャンパスに鴨川、高瀬川から自然を立体
的に引き込み、浮き隔たれた条里と自然の多層的な場を生み出し、２１世紀の京都に人と自然の新しい関係を創出します。
坪庭、借景、懸造り、高瀬川、御土居など、長い歴史の中で京都は条里と自然との対話において、いくつもの力強い関係を生み出してきました。新しい芸術大学のキャンパスに鴨川、高瀬川から自然を立体
的に引き込み、浮き隔たれた条里と自然の多層的な場を生み出し、２１世紀の京都に人と自然の新しい関係を創出します。
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TerraTerra

InterfaceInterface

8.1mグリッドで立ち上がる１４棟のコンクリート
ボックス。各々の場所で最適に建ち、可変性に富
んだ壁面構成が可能な堅牢な空間により高度な
研究教育機能を支えます。

8.1mグリッドで立ち上がる１４棟のコンクリート
ボックス。各々の場所で最適に建ち、可変性に富
んだ壁面構成が可能な堅牢な空間により高度な
研究教育機能を支えます。

Terraは時に樹木の丘、時に鉄骨のテラス、時にBox
を侵食する緑の流れとなる大地の変容体です。それ
は、Boxとからみ合い、芸大の様々な場所とまちをひと
つに縫い合わせます

Terraは時に樹木の丘、時に鉄骨のテラス、時にBox
を侵食する緑の流れとなる大地の変容体です。それ
は、Boxとからみ合い、芸大の様々な場所とまちをひと
つに縫い合わせます

建築と自由なアクティビティの接点であり、空間
に拡張性を与えます。移動可能な家具とマイクロ
ストラクチャーシステムにより更新可能性を担保
します。

建築と自由なアクティビティの接点であり、空間
に拡張性を与えます。移動可能な家具とマイクロ
ストラクチャーシステムにより更新可能性を担保
します。

シンプルなラーメン構造により、
非構造壁で自由に空間領域を
決められます　

シンプルなラーメン構造により、
非構造壁で自由に空間領域を
決められます　

インサートを仕込みTerraを拡張可能ですインサートを仕込みTerraを拡張可能です

自然と都市の関係を問い直す場を作る：B-T-Iシステム自然と都市の関係を問い直す場を作る：B-T-Iシステム

Box
耐久性に優れ長寿命なRC造
Box
耐久性に優れ長寿命なRC造

21世紀の京都に条里と自然のオルタナティブを創出する。21世紀の京都に条里と自然のオルタナティブを創出する。
新しい高瀬川がつくる地域の自然軸と芸術大学が更新する京都の文化軸とが出
会う十字路において、地域とキャンパスが結ばれた新しい景観を創り出します。
新しい高瀬川がつくる地域の自然軸と芸術大学が更新する京都の文化軸とが出
会う十字路において、地域とキャンパスが結ばれた新しい景観を創り出します。

提案を実現するための基本的な枠組みとして、３人の建築家がそれぞれに
別々の建築を担当するのではなく、全体を都市と自然と人に対応する３つの
位相（Box, Terra, Interface）に分けてそれぞれに責任を持つB-T-Iシステム
を提案します。そこにコミュニケーションを得意とするオーガナイザーが加わ
り、全体の統合性を保ちながらも、常に３つの位相が創造的な対話を通して
各所に最適な空間を生み出します。

提案を実現するための基本的な枠組みとして、３人の建築家がそれぞれに
別々の建築を担当するのではなく、全体を都市と自然と人に対応する３つの
位相（Box, Terra, Interface）に分けてそれぞれに責任を持つB-T-Iシステム
を提案します。そこにコミュニケーションを得意とするオーガナイザーが加わ
り、全体の統合性を保ちながらも、常に３つの位相が創造的な対話を通して
各所に最適な空間を生み出します。

+Interfaceの可変性
可変的システムが時事刻々と変化する活動を可
能にします。特にArs-Grottaが持つ余白との組
合わせによって高い流動性が担保されます。

+Interfaceの可変性
可変的システムが時事刻々と変化する活動を可
能にします。特にArs-Grottaが持つ余白との組
合わせによって高い流動性が担保されます。

B-T-Iシステムは次の３つの位相で、
設計時の対話と将来的な変化の双方に対する柔軟さを持ちます。
B-T-Iシステムは次の３つの位相で、
設計時の対話と将来的な変化の双方に対する柔軟さを持ちます。

+フレキシブルなBox配置
分棟Boxは様々に配置可能です。設計時の自由
度があるだけでなく、将来的なBoxの増築によっ
ても全体のアイデンティティが失われません。

+フレキシブルなBox配置
分棟Boxは様々に配置可能です。設計時の自由
度があるだけでなく、将来的なBoxの増築によっ
ても全体のアイデンティティが失われません。

+間仕切×Terraの更新性
Box内の非耐力壁の配置は自由に変更可能
です。学科再編にあわせてＴerraの配置も変
更可能です。

+間仕切×Terraの更新性
Box内の非耐力壁の配置は自由に変更可能
です。学科再編にあわせてＴerraの配置も変
更可能です。

Terra
Boxに地震力を負担させた軽快な鉄骨造
Terra
Boxに地震力を負担させた軽快な鉄骨造

豊かな緑の中で
リラックスできます
豊かな緑の中で
リラックスできます

都市性と自然が
入り混じる場所
都市性と自然が
入り混じる場所

それぞれの場所で自由に
成長させていくことができる庭
それぞれの場所で自由に
成長させていくことができる庭

屋上は植栽の程度に応じた土量を
確保し最小限のメンテナンスで維持できます。
屋上は植栽の程度に応じた土量を
確保し最小限のメンテナンスで維持できます。

Box同士の挙動の影響を考慮し片側
をエキスパンションで縁を切ります
Box同士の挙動の影響を考慮し片側
をエキスパンションで縁を切ります

制作のプロセスで発生するさまざまなものを仮置きできます制作のプロセスで発生するさまざまなものを仮置きできます

0101

0303

地域の風景を癒す十字路地域の風景を癒す十字路0202

生きている世界とからまり合う建
築の理論と実践に取り組みま
す。太田市美術館・図書館では
市民と協働した設計プロセスに
よって閑散とした駅前に人の流
れを取り戻す拠点をつくりました

生きている世界とからまり合う建
築の理論と実践に取り組みま
す。太田市美術館・図書館では
市民と協働した設計プロセスに
よって閑散とした駅前に人の流
れを取り戻す拠点をつくりました

赤松佳珠子赤松佳珠子

平田晃久平田晃久

槻橋修槻橋修

長坂常長坂常

家具は家具らしく、建築は建築ら
しくという気持ちから家具から建
築を多様なジャンルで活動しま
す。京都芸大移転プロジェクトの
一環である、still moving展の会
場構成も担当した。

家具は家具らしく、建築は建築ら
しくという気持ちから家具から建
築を多様なジャンルで活動しま
す。京都芸大移転プロジェクトの
一環である、still moving展の会
場構成も担当した。

模型を使ったワークショップなど
地域と一緒につくる活動を数多く
行ってきました。

模型を使ったワークショップなど
地域と一緒につくる活動を数多く
行ってきました。

アクティビティを設計するというア
プローチにより、イキイキとした空
間づくりを目指しています。
学校建築の豊富な実績、複合公
共建築の多様な関係主体との対
話の経験を活かします。

アクティビティを設計するというア
プローチにより、イキイキとした空
間づくりを目指しています。
学校建築の豊富な実績、複合公
共建築の多様な関係主体との対
話の経験を活かします。

芸術における創造は、未知なる技芸(Ars）を生み出し、歴史・文化を継承していく行為です。私たちは新しいキャンパスをつくるプロセスを、様々な人々の想像力を導き入れ、京都が世

界に向けてオルタナティブを発信する機会と考えます。私たちが提案する３つの位相（Box/Terra/Interface）によるキャンパス設計のフレームは、多くの人々の合流を喚起し、未だか

つてない「文化の火床」を生み出すでしょう。そしてTerraceとしての芸術大学は、人と人、人と自然との未知なる関係を発見するこのプロセスにおいてすでにはじまっているのです。

芸術における創造は、未知なる技芸(Ars）を生み出し、歴史・文化を継承していく行為です。私たちは新しいキャンパスをつくるプロセスを、様々な人々の想像力を導き入れ、京都が世

界に向けてオルタナティブを発信する機会と考えます。私たちが提案する３つの位相（Box/Terra/Interface）によるキャンパス設計のフレームは、多くの人々の合流を喚起し、未だか

つてない「文化の火床」を生み出すでしょう。そしてTerraceとしての芸術大学は、人と人、人と自然との未知なる関係を発見するこのプロセスにおいてすでにはじまっているのです。

緑地は排水性の高い土壌と郷土種の活
用によりメンテナビリティに対応します
緑地は排水性の高い土壌と郷土種の活
用によりメンテナビリティに対応します
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油画

柳原銀行

記念資料館

基本的な枠組み基本的な枠組み ３人の建築家３人の建築家
を都市と自然と人を都市と自然と人 の３つの３つの３つの

相（相相位相位位相（位相（Box, Terra, InterfaceBox Terra InterfaceBoxox,, TeTerrrara, Inteterfrfafaccce）） T-B-TB-T-T-T-Iシステムスシ ムシステテム
ザーがイザガナイオーガオーガ ザオーガナイザーーが

対対な対的な的造的造造創創が創が創が創創造的な対が創造的な対話対話

自然軸域の自る地域の地域の自然の自然る地る地域 軸地域の自然域 自然自然地域 然軸る地る地域地域の域の自然軸然軸軸 軸軸化化軸文化る京都の文化京都のる京る京都の文化文都の文京都の 化軸化京都の文 軸る京る京都京都の都のの文化文化軸化軸
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ホール

版画

デザイン

高校高校
音楽

日本画油画 

漆工

染織

染織

彫刻

陶磁器

構想設計

は条里と自然との対話は条里と自然との対話 力強い関係を力強い関係を 体体を立体然を然然然鴨川、高瀬川から自然鴨川、高瀬瀬川から自然を立然を立体然を立体然然を立体
込みみ込き込的に引き的に引き込み的に引き込み 係を係係係係関新しい新然の新然の然然然自然都に人と自人都京都京京紀の京紀世紀２１世世紀の京都に人と自然２１世紀の京都に人と自然の新しい関係の新しい関係を係を

芸芸技芸技技未知なる技未知なる技芸芸知なる技芸(Ars(Arrs））） 承継承継を継史・文化を歴史・文化を継承歴史・文化を継承 像力像様々な人々の想像様様々な人々の想像力様々な人々の想像力

界に向けてオルタナティブ界界に向界に向けてオルタナティブ

世が世が世

（相（相位相３つの位の位相（（３つの位相（ efacearfnterfn/Terra/a/TxBox/Box a/Interfaerra n er acex/Terra/Interrfaface））） 起喚起を喚多くの人々の合流を多くの人々の合流を喚多くの人々の合流を喚起

床」を火床「文化の火床「文化の火床」を てて eTerraceaTerraerraceTerrace 学術大学としての芸術大学としての 術芸術芸術大学 すでにはじまっているのプロセスにおいてすでにはじまっているのプロセ おいてすスにおいてすでにはじまはじま るっている

る大地の変容体でる大地の変容体で

クチャーシステムャーチャャラクストラク ャストララクチャーシステテム
クロロイクマイ ロロマイイクロ具と具家具家家な家移動可能な移動可能な移動可能な移動可能な家具家な家具と

間空な空堅牢なな堅牢な堅牢な空間な空間

太田市美術館・図書館

流山市立おおたかの森小中学校

EN ROUTE　銀座

未知なる技芸を育む

“Terrace”
未知なる技芸を育む

“Terrace”

ア ル スア ル ス

テ ラ ステ ラ ス
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ホール

版画

デザイン

高校

分棟の間に設えられたTerraの連なりを介して街に連続する大学の活動分棟の間に設えられたTerraの連なりを介して街に連続する大学の活動

C：TerraC：TerraC：交流のGrottaC：交流のGrotta

B：知のGrottaB：知のGrotta A：制作のGrottaA：制作のGrotta
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外部
展開

  

石工室

制作室

窯場

制作室

石工室

窯場

 S

 S

待機状態待機状態
 S

一部展開一部展開

WSWS

 S

全部展開全部展開

□通常授業時
□授業のしみ出し
□通常授業時
□授業のしみ出し

□個別制作並行時
　仮説制作場
□個別制作並行時
　仮説制作場

□大規模制作時□大規模制作時

制作
受付
制作
受付

石工室

制作室

窯場

石工室

制作室

窯場

セルフビルドコアセルフビルドコア

□コーパスエリア□棚として現れる図書館□棚として現れる図書館

事務室事務室

閲覧スペース閲覧スペース

@KCUA@KCUA

高校入口高校入口

修復

ラボ

修復

ラボ

資料

管理室

資料

管理室

＠KCUA
事務

＠KCUA
事務

＠KCUA
スタジオ

＠KCUA
スタジオ

＠KCUA＠KCUA

BDSBDS

楽器庫楽器庫

AA
BB

CC
コーパス
（資料体）
コーパス
（資料体）

共通工房

制作室

共通工房

制作室

@KCUA@KCUA @KCUA@KCUA

図書館図書館

芸資研芸資研

伝音伝音

芸資館芸資館

ホールホール

@KCUA@KCUA

プラクティス
（表現の実践）
プラクティス

（表現の実践）

Interfaceを通じて多様な行為がうまれる交流のグロッタInterfaceを通じて多様な行為がうまれる交流のグロッタ

+移動可能な家具
プログラムにとらわれずを棚や可動壁で、柔軟に空間を使えるようにするシステム。
可動壁やリフター、フォークリフトを使った設え。棚や、単管などが取り付く凸、動かせ
る緑によって場を作ります。

+移動可能な家具
プログラムにとらわれずを棚や可動壁で、柔軟に空間を使えるようにするシステム。
可動壁やリフター、フォークリフトを使った設え。棚や、単管などが取り付く凸、動かせ
る緑によって場を作ります。

Ars-Grottaのプログラム

05 可塑的な＜がらんどう＞に生命を与えるInterface

+マイクロストラクチャーシステム
セルフビルドによって展示空間や制作のための、空間を簡単に立ち上げるために事前に躯体に仕込ん
でおくシステム。具体的には単管パイプを自立させることができる単管穴や長押など木下地をつけるセ
パ穴がある。また、セルフビルドをアシストする工具が置かれたセルフビルドコアがA地区にある。

+マイクロストラクチャーシステム
セルフビルドによって展示空間や制作のための、空間を簡単に立ち上げるために事前に躯体に仕込ん
でおくシステム。具体的には単管パイプを自立させることができる単管穴や長押など木下地をつけるセ
パ穴がある。また、セルフビルドをアシストする工具が置かれたセルフビルドコアがA地区にある。

Interface の仕組み

A地区：制作のGrotta
クレーンなどの機械を内包するボックスとボックスか
ら溢れる制作の分泌物や、作業をおおらかに受け止
める半屋外的なグロッタと鴨川の土手空間。セルフビ
ルドコアが配置され、鴨川の自然に近いこの
Ars-Grottaは作ることや考える事を様々な側面から
強化するおおらかな場所です。

A地区：制作のGrotta
クレーンなどの機械を内包するボックスとボックスか
ら溢れる制作の分泌物や、作業をおおらかに受け止
める半屋外的なグロッタと鴨川の土手空間。セルフビ
ルドコアが配置され、鴨川の自然に近いこの
Ars-Grottaは作ることや考える事を様々な側面から
強化するおおらかな場所です。

B地区：知のGrotta
部屋としての図書館ではなく、可動
棚があるところが図書館として現れ
て場が作られます。B地区Ars-Grot-
ta全体に本棚や展示などが混ざり
合い様々な場所が生まれます。

B地区：知のGrotta
部屋としての図書館ではなく、可動
棚があるところが図書館として現れ
て場が作られます。B地区Ars-Grot-
ta全体に本棚や展示などが混ざり
合い様々な場所が生まれます。

C地区：交流のGrotta
美術と音楽、コーパス、表現など様々な
交流の起きるC地区。ひとつながりのが
らんどうの中にもカフェ、食堂エリア、ギャ
ラリーエリア、コーパスエリアに緩やかに
ゾーニングされます。

C地区：交流のGrotta
美術と音楽、コーパス、表現など様々な
交流の起きるC地区。ひとつながりのが
らんどうの中にもカフェ、食堂エリア、ギャ
ラリーエリア、コーパスエリアに緩やかに
ゾーニングされます。

@kcuaは可動壁と単
管穴と単管による一
体的な展示が可能

セパ穴に長押（木
下地）をとりつけ、
施工性を上げる

デコをきっかけに
外部の単管柱や、
家具に利用する。

セパ穴+長押と可動凸を使
い仮設的に外部を使用する

04 Ars-Grotta = コーパス(資料体) とプラクティス(表現の実践)との相互作用により「つくる」を喚起する「新機構」

Ars-Grottaは、A,B,Cそれぞれの街区の条件や施設の配置に応じてそれぞれ制作・知・交流を主題とし、柔軟に変化をする
ことのできる可塑的な＜がらんどう＞です。Interfaceがこの空間に最大限の自由度を与えます。
Ars-Grottaは、A,B,Cそれぞれの街区の条件や施設の配置に応じてそれぞれ制作・知・交流を主題とし、柔軟に変化をする
ことのできる可塑的な＜がらんどう＞です。Interfaceがこの空間に最大限の自由度を与えます。

（2/6 ページ）
可動本棚を中心とし
て、細長い一室空間
に図書館が分布する

内部でも緑を配置
でき、様々な場所
を作る事が出来る

ベンチや、展示のた
めの土台として使わ
れ、外にも展開可能

棚の可動化によっ
て面積縮減とさら
なる交流を促す

グロッタ内部にも
可動の緑で場を
作る事が出来る

B-T-Iシステムによって生み出される各施設をリゾーム状につなぎ合わせる大きく細長い
空間＝Ars-Grottaはアーカイヴと表現の実践が相互作用を引き起こす場であり、交流と
発信、展示・制作活動が交錯する創造的な社会実験のテラス=火床として、キャンパス全
体の活力を支えます。
Boxの間隙を縫うように広がるTerra。その下層にArs-Grottaの中心となる大きく細長い
空間が広がります。この空間そのものがコーパス(資料体)であり、スタジオでもあり書斎
でもあるステュッディオーロとなるような可塑的な空間を実現します。
コーパス(資料体)と表現の幸福な衝突によって、音楽ホールやギャラリーをはじめ、各施
設の連携がもたらされ「つくる」のあり方を日々更新できる新キャンパスの教育研究基盤
を創出します。Ars-Grottaの空間と組織は、大学の皆さんと共に時代に合わせて柔軟に
更新・成長させていくことができます。Boxに組み込まれる各組織の実務機能を地上階に
集め、水平連携が取りやすく、将来にわたって運営組織を柔軟に機能させることに配慮
します。

B-T-Iシステムによって生み出される各施設をリゾーム状につなぎ合わせる大きく細長い
空間＝Ars-Grottaはアーカイヴと表現の実践が相互作用を引き起こす場であり、交流と
発信、展示・制作活動が交錯する創造的な社会実験のテラス=火床として、キャンパス全
体の活力を支えます。
Boxの間隙を縫うように広がるTerra。その下層にArs-Grottaの中心となる大きく細長い
空間が広がります。この空間そのものがコーパス(資料体)であり、スタジオでもあり書斎
でもあるステュッディオーロとなるような可塑的な空間を実現します。
コーパス(資料体)と表現の幸福な衝突によって、音楽ホールやギャラリーをはじめ、各施
設の連携がもたらされ「つくる」のあり方を日々更新できる新キャンパスの教育研究基盤
を創出します。Ars-Grottaの空間と組織は、大学の皆さんと共に時代に合わせて柔軟に
更新・成長させていくことができます。Boxに組み込まれる各組織の実務機能を地上階に
集め、水平連携が取りやすく、将来にわたって運営組織を柔軟に機能させることに配慮
します。

可動の緑により場が
自由に設定される。

柱周りの手を入れやすい部
分にセパ穴を適切に設けて
、セルフビルドをを誘発する

穴がある場所は単管を簡単
に建てられ、展示空間などの
セルフビルドの一助となる

うがらんどうな＜が的な的的塑的る可塑る可塑的な＜がらる可塑的な＜がらんどどうどう

をリゾーム状をリゾーム状
Ars-GrottaArsrs-Grorotottttata

る創造的な社会実験のテラス=火床る創造的な社会実験のテララス==火床

るステュッディオーロるステテュッディディィオーロ な可塑的な空間な可塑的な空間
ーパス(資料体)と表現の幸福な衝突コ (資コ 資料体)と表現の幸福な衝突コーパパス((資料体)体)と表現の幸福な衝突

れ「つくる」のあり方を日々更新れ「つくる」のあり方を日々更新

水平連携水平連携 能能機能機機軟に機軟軟軟柔柔を柔て運営組織をて運営組織を柔軟に機能織を柔軟に機能

制作の制作のGrottaGrorotottttata

の知の知のの totroGrotGrottGrorototttatattata 流流交流交流流流流流のののののののののの tottrorGGrotGGrottGrorotottataataattata

+++ 具具家具家家な家な能能可能動可能動動移動移動可能な動可能なな家具家具具具

++++ チャーシステムスチャクチラクトラクロススイクマイ ロストラクチャーシステムマイイクロストララクチャーシステテム

セルフビルドコアコアセルフビルドコアセルフビルドコア

ルドコアルドコアルドコア
セルフビセルフビ

可動壁

可動壁

可動凸

可動凸

可動凸

可動凸

可動棚

可動棚

可動棚
可動緑 可動緑

可動緑

可動緑

セパ穴長押

セパ穴長押

セパ穴長押

セパ穴長押

単管穴

単管穴

単管穴



高遮熱/高遮熱/
高断熱ガラス高断熱ガラス

音楽や美術製作の音がまちへの騒音
音問題とならないよう躯体とインフィル
の防音、遮音性能を確保

音楽や美術製作の音がまちへの騒音
音問題とならないよう躯体とインフィル
の防音、遮音性能を確保

塩小路通り 

ホール

HUB@KCUA
@KCUA

舞台舞台
@KCUA

屋上緑化壁面緑化

自然通風自然通風

自然採光と昼光
利用照明制御
自然採光と昼光
利用照明制御

河原町通り 

LED照明LED照明

TerraTerra

アーカイブは床免振とする

図書館

アーカイブを温熱環境の安定しているメザニン
フロアに配置(水害への対策も兼ねる)

日射遮蔽日射遮蔽

< B地区 >< Ｃ地区 >

適材適所の個別制御空調適材適所の個別制御空調

PMV(体感温度)空調制御システムPMV(体感温度)空調制御システム

ナイトパージ（夜間冷蓄熱）ナイトパージ（夜間冷蓄熱）

共通工房

高瀬川
居住域空調（高天井）

TerraTerra

雨水流出抑制と再利用
鴨川

疎水

地下水利用:水景や緑化による気化冷却効果

鴨川の氾濫を考慮し主要機械室を上階に設置鴨川の氾濫を考慮し主要機械室を上階に設置

地下水ヒートポンプ冷暖房地下水ヒートポンプ冷暖房

学内の樹木を活用する落ち葉ボイラー学内の樹木を活用する落ち葉ボイラー

ビオトープ
講義室講義室

高人員負荷、高空調負荷が想定される場所；
空気式の冷暖房でしっかり熱負荷を除去する
高人員負荷、高空調負荷が想定される場所；
空気式の冷暖房でしっかり熱負荷を除去する

長時間読書や学習、創作活動など安定した快適性が
要求される場所；床輻射冷暖房と換気(壁吹出）の組合せ
で高い快適性と省エネを同時に実現

長時間読書や学習、創作活動など安定した快適性が
要求される場所；床輻射冷暖房と換気(壁吹出）の組合せ
で高い快適性と省エネを同時に実現

通過動線が主であったり、温熱環境として優先度の高くない場所；
非空調だが隣接する空調エリアから二次的な空気が流れ、夏なら26-28℃
程度の環境は概ね期待できる。イニシャルコスト削減、省エネに貢献。

通過動線が主であったり、温熱環境として優先度の高くない場所；
非空調だが隣接する空調エリアから二次的な空気が流れ、夏なら26-28℃
程度の環境は概ね期待できる。イニシャルコスト削減、省エネに貢献。

ホール 版画 デザイン 高校 日本画 油画 漆工 染織 彫刻

ホール 版画

デザイン

高校

高校

音楽

日本画
油画

漆工 染織

染織

彫刻

陶磁器

構想設計

染織

彫刻

陶磁器

カツラ

ラクウショウ

ニセアカシア

モミジ
ムクノキ

ムクノキ

エノキ

エノキ

タイサンボク

ケヤキ

ソメイヨシノ

クスノキ クスノキ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ

シダレ
ヤナギ

エノキ

モミジ

モミジ

モミジ

モミジ

モミジ

モミジ

ソメイ
ヨシノ

ソメイヨシノ

ソメイヨシノ

ｲﾁｮｳ

ｲﾁｮｳ

クスノキ

街への眺望
タイサンボク

南から流れる風が分棟により整えられ、
周辺地域に良い環境を与えます。 外周
部や各棟間では長時間の作業や読書な
どにも向く安定した明るさを、 一方では
落ち着いた雰囲気実現し、 適材適所の
環境をつくります。

材木置き場

自転車置き場

ごみ置き場

ごみ置き場

ごみ置き場
特殊排水処理施設

収蔵庫
等

修復ラボ
等

事務室
等

学生
ラウンジ
等

セキュリティレベル4（防火戸、前室区画、電子錠、文化庁基準対応）

セキュリティレベル3
（ドア、ガラス（網入）
区画、電子錠、監視）

セキュリティレベル2
（ドア、ガラス区画、電子錠）

セキュリティレベル1 
（内外区画、時間警備）

風と光、自然を地域に呼び込む分棟形式風と光、自然を地域に呼び込む分棟形式0606

塩小路通り・テラ上部・鴨川沿いを回遊する新たな動線

崇仁地域のまちづくりによって
整備された高瀬川と遊歩道が
地域の人々の道となる。

崇仁地域のまちづくりによって
整備された高瀬川と遊歩道が
地域の人々の道となる。

遊歩道からのアクセスや視線を
受ける緑の大階段

遊歩道からのアクセスや視線を
受ける緑の大階段

鴨川からグランドへ
大地でつながる
鴨川からグランドへ
大地でつながる

鴨川土手の風景と一体
なランドスケープにより
土手に活動が広がる

鴨川土手の風景と一体
なランドスケープにより
土手に活動が広がる

お花見と芸大の
活動が重なる風景
お花見と芸大の
活動が重なる風景

グラウンド

河
原

町
通

河
原

町
通

須
原

通
須

原
通

高
倉

通
高

倉
通

塩小路通塩小路通

塩小路橋

高
瀬
川

高
瀬
川

オープンスペース
4000㎡
オープンスペース
4000㎡

車寄せ

N

駐車場駐車場

駐輪場駐輪場

屋外製作場屋外製作場
高瀬川に開かれた段状のテラスと
そこに面した共通教室群
高瀬川に開かれた段状のテラスと
そこに面した共通教室群

鴨川の護岸
への接続
鴨川の護岸
への接続

既存の高木植栽を活かした
高瀬川や鴨川と連続する
オープンスペースネットワーク

既存の高木植栽を活かした
高瀬川や鴨川と連続する
オープンスペースネットワーク

地
域

の
動

線

緑の連続緑の連続

鉄道からの騒音・振動に配慮し音
楽棟やホールと線路の間にオープ
ンスペースを配置。40m以上の減
衰距離を確保。

鉄道からの騒音・振動に配慮し音
楽棟やホールと線路の間にオープ
ンスペースを配置。40m以上の減
衰距離を確保。

▼高校入口

東山への眺望

柳原銀行記念館や河原町
通の広場、高瀬川になだ
らかに広がり連続する。

柳原銀行記念館や河原町
通の広場、高瀬川になだ
らかに広がり連続する。

(現在この崇仁まちづくりの拠点)(現在この崇仁まちづくりの拠点)

カフェ

GL+4,950

地域の子供たちと
芸大が交わる
オープンスペース

地域の子供たちと
芸大が交わる
オープンスペース

高校エントランス高校エントランス

食堂

搬入

搬入

鴨
川
鴨
川

入口

入口

入口

入口

高校のグラウンドと
しても利用可能。
高校のグラウンドと
しても利用可能。

入口

入口

洗場・干場洗場・干場

線路の
南側への眺望

上層部のTerraが屋根に
なり、ホールのホワイエ
になる。展示空間としても
利用可能。

上層部のTerraが屋根に
なり、ホールのホワイエ
になる。展示空間としても
利用可能。

駐車場

設計期間中
スタジオとしての利用を想定
設計期間中
スタジオとしての利用を想定

線路の
南側への眺望

地域へ開く
グロッタへの入口 
地域へ開く
グロッタへの入口 

トラックが乗り入れ可能な作
業スペース。管理区画を開放
するとグロッタと一体利用可

駐車場

車寄せ

高校のバリアフリー、
来客用エントランス

高校生は
Terraを登って登下校
高校生は
Terraを登って登下校

橋詰めから
アクティビティが見える
橋詰めから
アクティビティが見える

児童館や体育館の
子どもたちとイベント・ワーク
ショップが可能

資材・ごみ・ガラ
再生粘土置き場
資材・ごみ・ガラ
再生粘土置き場

創作風景が
鴨川土手から見える
創作風景が
鴨川土手から見える

イチョウの木を
保存します

旧高瀬川の流路に沿った通り道
柳原資料館に向かって抜ける
旧高瀬川の流路に沿った通り道
柳原資料館に向かって抜ける

地域に開放された”Terra”や”Ars-Grotta”をめぐり、
芸大の創作活動を楽しむことが出来る 
地域に開放された”Terra”や”Ars-Grotta”をめぐり、
芸大の創作活動を楽しむことが出来る 

理事室理事室学長室学長室

部局長室部局長室

資料
収蔵庫
資料

収蔵庫
機械室機械室

備品
収蔵庫
備品

収蔵庫

合同
研究室
合同

研究室

研究室研究室

金属室金属室

染作業室染作業室

水の流れに沿って、美術系を配置
し、屋外制作を行う活動は鴨川沿
いに集約。ホールは街に対する顔
をつくり、音楽系と連携しやすい配
置。高校は駅から近く南面採光に
配慮した配置。

水の流れに沿って、美術系を配置
し、屋外制作を行う活動は鴨川沿
いに集約。ホールは街に対する顔
をつくり、音楽系と連携しやすい配
置。高校は駅から近く南面採光に
配慮した配置。

街からキャンパス、Terraへと
緩やかに導く緑の連続
街からキャンパス、Terraへと
緩やかに導く緑の連続

Terraの各レベルには
EVからアクセス可能
Terraの各レベルには
EVからアクセス可能

B,C地区のグロッタが
はみ出して一体化する広場

B,C地区のグロッタが
はみ出して一体化する広場

鉾の倉庫をArs-Grottaの
脇に移設できる。
鉾の倉庫をArs-Grottaの
脇に移設できる。

搬入動線搬入動線

簡易可動間仕切で自由に
屋内外を設定
簡易可動間仕切で自由に
屋内外を設定

製作の場となる
A地区のグロッタは
非空調エリア

製作の場となる
A地区のグロッタは
非空調エリア

工房の多いA地区に
特殊排水処理施設を配置

BDSBDS

BDSBDS
BDSBDS

鴨川に開かれ東山を望む染織棟鴨川に開かれ東山を望む染織棟

〈セルフビルドコア〉　様々な活動を受け止める制作のグロッタ〈セルフビルドコア〉　様々な活動を受け止める制作のグロッタ

地域のまちづくりによって
整備されたビオトープは
市民の動線となり
大学に溶け込む

地域のまちづくりによって
整備されたビオトープは
市民の動線となり
大学に溶け込む

カフェカフェ

収納庫
(芸資館)
収納庫
(芸資館)
収納庫
(芸資館)

鉾/曳山
倉庫

鉾/曳山
倉庫

＠KCUA＠KCUA

既存体育館

柳原銀行
記念資料館
柳原銀行

記念資料館

下京地域体育下京地域体育

うるおい館
東棟

うるおい館
東棟

資料室
(伝音)
資料室
(伝音)

修復ラボ修復ラボ

展示スペース
(芸資館)

展示スペース
(芸資館)

ギャラリー
＠KCUA
ギャラリー
＠KCUA

スタジオスタジオ

コーパス
閲覧スペース

コーパス
閲覧スペース

セルフビルド
コア

セルフビルド
コア

閲覧スペース
大学

事務室
大学

事務室

大学
会議室
大学

会議室

HUB＠KCUAHUB＠KCUA

木工室木工室

窯場

金属室金属室

屋外資材室屋外資材室

染作業室染作業室

情報スペース情報スペース

図書館事務室図書館事務室

織室織室

鋳造室鋳造室

石工室石工室

プロジェクト
ルーム

プロジェクト
ルーム

スタジオスタジオ

柳原銀行
記念資料館
柳原銀行

記念資料館
既存体育館既存体育館

団地移転計画敷地団地移転計画敷地

機械室機械室書庫書庫

屋外製作フリースペース屋外製作フリースペース

可動緑可動緑

InterfaceInterface

崇仁キャンパス

空地　1.55ha空地　1.55ha空地　4.76ha空地　4.76ha

沓掛キャンパス南側からの気流を崇仁地区に流し、光を呼び込む分棟配置のBox群は、それぞれ
の立地場所に応じた条件に沿うように建ち、崇仁地区の環境品質を守ります。
南側からの気流を崇仁地区に流し、光を呼び込む分棟配置のBox群は、それぞれ
の立地場所に応じた条件に沿うように建ち、崇仁地区の環境品質を守ります。

地域のエントランス地域のエントランス

地域と連続する緑の大階段地域と連続する緑の大階段

緩やかに導く緑緩やかに導く緑

土手の風景土手の風景

既存樹木を残す既存樹木を残す

高瀬川の記憶高瀬川の記憶

地域と高瀬川に
開いたBox
地域と高瀬川に
開いたBox

地域と連続する緑地域と連続する緑

＠KCUAが
まちと大学をつなぐ

各棟配置の理由各棟配置の理由

断面イメージ図

Ars-Grotta 1階 平面図　Scale 1/1500

屋根伏図　Scale 1/1500

A地区A地区B地区B地区C地区C地区

メザニン階 平面図　Scale 1/2000メザニン階 平面図　Scale 1/2000

環境に呼応する分棟配置環境に呼応する分棟配置

セキュリティ計画

風解析ダイアグラム

鴨川 昼光率解析
ダイアグラム
昼光率解析
ダイアグラム

グロッタの資料体に対しレベルを４つに分けてセキュリティを計画

BoxやTerraの上で空地/緑地を高度
に再生させることで、移転により減ず
る空地/緑地の機能を補完します

（3/6 ページ）

GL+13,200

GL+6,600

GL+6,600

GL+9,900

GL+6,600

GL+13,200

GL+3,300

GL+6,600
GL+6,600

GL+6,600

GL+6,600

GL+6,600

GL+9,900GL+6,6     v

GL+6v,600

GL+6,600

GL+6,600 GL+3,3 00       

GL+3,300

GL+13,00 

GL+6,600

GL+9,900
GL+13,200

GL+9,900

GL+13,200

GL+9,900

GL+9,900

GL+13,200GL+6,600

GL+9,900

GL+6,600



▼

も
ぎ
り
ラ
イ
ン

コンサート
利用時

走行式反射板

軸回転扉

オペラ
上演時

ティーザー

凡例_C地区

事務室/職員関連/会議室

図書室

会議室

制作室/工房/実習室

研究室

実習室

倉庫/ロッカー/資料室/更衣室

共通-講義室/ゼミ室

特別教室/準備室

HR教室

合奏室EV/stair

練習室/研究室

WC/PS 廊下

スタジオ

N

建築面積

延床面積

有効面積比

階数

最高高さ

敷地面積

建蔽率

容積率

9,539㎡

38,470㎡

69.6％

8階/7階

29.8ｍ

20,000㎡

47.7%

192.4%

C地区 B地区 A地区

4224㎡

14,839㎡

74.0％

8階/4階

29.8ｍ/16.9m

6,000㎡

70.4%

247.3%

5,917㎡

11,767㎡

73.0％

4階/5階

18.3/19.8m

12,000㎡

49.3%

98.1%

合計

19,680㎡

65,076㎡

71.3％

38,000㎡

51.8%

171.3%

■建築概要

オーケストラピット 椅子収納庫

食堂

WC

▼すのこレベル

調整室

ホワイエ

ホワイエ

設備スペース

水平移動式
音響反射板
水平水平水平
音響音響
水水水
音音
水水水
音音
水水

響響
平平平平平

1
5
ｍ

高校専用の Terra

街角を見下ろすテラス

練習の気分を転換できる

オープンなテラス

重複する Terra を上ると

多様な景が展開

学年ごとの進捗度に
あわせたクラスルーム
環境の設定

外部での製作作業を
保証する作業テラス

幕間には、 テラスに

アクティビティが表出する。

ステージと音楽棟がフラットにつながる。

登下校時に

Ars-Grotta を

見おろせる

高校から大学の雰囲気を

感じられる Terra

ホール

版画

デザイン

音楽

音楽と美術の

交差点ともなる Terra

豊かな緑の Terra は、 人々の憩いの場となります

街からの人の流れを引き込む Ars-Grotta 入口街からの人の流れを引き込む Ars-Grotta 入口

講義関係は

低層部に集約

学生の居場所を適所に

分散配置

視線の交流、 換気、 光の導入を兼ねた

ライトウェルにより適切な教育環境を実現

ダブルスパイラル階段

による２方向避難

塩小路通側に開かれたテラスの設定

下階テラスから階段的に

上に移動できるローカル動線

眺めのよい研究室

緑を楽しみながら屋上庭園に登る階段

テラスに面した気持ちのよい制作室

分棟間に
風を誘因する
テラス配置

スケッチ ・ デッサンのための

気持ちいいテラス

コンサート時は軸回転扉を閉じ反射板の
役割をし、オペラ上演時は開くことで対応
可能。機能設備を充実させつつも柔軟で
学生が運営しやすい計画とします。

浮遊するホール、通りに顔を出すTerra、カフェテリアを内包するArs-Grotta、交差点に大きく開いたギャラリー
＠KCUAが、国際文化観光都市・京都から世界への発信と交流を担います。芸術大学開設以来の理念を現代の
京都に具現化します。

室内楽を基本としたホール計画

職員 ・ 学生でも安全に操作できるシンプルな舞台設備
演出的な要求に応える道具及び照明バトン設備優れた音響性能を保証するシューボックスの室形状

柳原銀行

国際文化観光都市・京都における芸術大学から世界へ発信国際文化観光都市・京都における芸術大学から世界へ発信0707

版画

日本画デザイン

高校

デザイン
高校

ら世界への発信と交流を

学生が運営しやすい計画

C 街区平面　2F　Scale 1/1600

8F7F6F5F4F

C 地区断面　Scale 1/300

3F

可動壁により完全暗転が保証される多機能なスタジオ可動壁により完全暗転が保証される多機能なスタジオ交流のグロッタにおける修復ラボとコーパスの展開交流のグロッタにおける修復ラボとコーパスの展開高校と大学の活動が出会うB地区に開いた Terra高校と大学の活動が出会うB地区に開いた Terra

世界への発信を担うホールや@KCUAはArs-GrottaやTerraと有機的に連関世界への発信を担うホールや@KCUAはArs-GrottaやTerraと有機的に連関
（4/6 ページ）



凡例

事務室/職員関連/会議室

図書室

会議室

制作室/工房/実習室

研究室

実習室

倉庫/ロッカー/資料室/更衣室

共通-講義室/ゼミ室

特別教室/準備室

HR教室

合奏室

EV/stair

練習室/研究室

WC/PS

廊下

スタジオ

高瀬川の流れに沿って広がる Ars-Grotta< 知のグロッタ > が鴨川方向
へ伸びた先に、 多様な制作行為をおおらかに受け止める場 < 制作の
グロッタ > が広がります。 セルフビルドコアが新たなオルタナティブの
創造を強力にサポートします。

講義室の集約
既存カリキュラムでは、 午
前中の講義が集中する時間
帯で最大約 880 人の学生が
集中するため、 EV だけに
頼らず、 大階段でアクセス
可能な位置に集約します。

外壁は乾式とし、 更新性を確保。
必要に応じて腰壁＋サッシュの
組み合わせで場所に応じた光環境
や Terra との関係をつくり出す。

東山の景観

桜の見えるテラス

制作の風景が楽しめる

コーパス ( 資料体 ) に触れ、 プラクティス ( 表現の実践 ) に没頭できる可塑的な空間コーパス ( 資料体 ) に触れ、 プラクティス ( 表現の実践 ) に没頭できる可塑的な空間0808
高瀬川の流れに沿って 知のグロッタ

制作の
セルフビルドコアがグロッタ

3F2F

2F 3F 4F

5F

4F

4F

4F

3F

3F

2F

2F

6F

B 地区 平面　Scale 1/1600 A 地区 平面　Scale 1/1600

7F 8F

B 地区断面　Scale 1/400

A 地区断面　Scale 1/400

日本画

油画

漆工

染織

染織

彫刻

陶磁器

構想設計

HUB @KCUA

遮音性能に配慮した壁面のしつらえ

壁面に展開する
閲覧空間

大階段沿いに設けられる外部エントランス

全学共通の講義室を
中央にまとめる

高瀬川を望む心地よい
テラス

鴨川に開かれた
気持ち良いテラス

製作活動が
Terra へにじみ出す

ロードを十分に取り
大空間を担保して製作し易い
環境を確保

高瀬川に面した着想の場としての知のグロッタ高瀬川に面した着想の場としての知のグロッタ 鴨川の堤防際に展開する制作のグロッタ鴨川の堤防際に展開する制作のグロッタ アート活動の発表の場としての@KCUAアート活動の発表の場としての@KCUA

教室の活動はテラスを介して街と関連教室の活動はテラスを介して街と関連 （5/6 ページ）



北山

土工

土工

躯体

躯体

鉄骨・仕上げ

外構 検査開校
準備

鉄骨・仕上げ

土工 躯体 鉄骨・仕上げ

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

京京都市
京都芸大施設整備会議

京都市教育委員会

議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会 議会

京都市立芸術大学 芸大祭 作品展 五芸展 芸大祭 作品展 五芸展 芸大祭 作品展 五芸展 芸大祭 作品展 五芸展 芸大祭 作品展 五芸展
オープン

キャンパス 芸大祭 作品展
入学式

五芸展 芸大祭

大学
▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

美術学部
学生
音楽学部

銅駝美術工芸高等学校 美工展

▼ ▼ ▼
▼

崇仁まちづくり 住民説明会 春祭り 夏祭り 住民説明会 春祭り 夏祭り 春祭り 夏祭り 春祭り 夏祭り 春祭り 夏祭り 春祭り

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼

契約

スタジオ

Box

Terra

Interface

マスタープラン
与条件調査整理
敷地調査（測量・地盤・インフラ）
関係法令の確認
設計・建設スケジュール確認
カリキュラム・イベント・アクティビティ調査
諸室数・面積・空間属性等の整理

建築計画（平面、断面計画）
BOX配置、各学科配置、バーチカルゾーニング検討
コア計画断面構成の検討
セキュリティ方針及び区画の検討
動線・搬入計画（EV台数等）
断面計画（天井高さ、OAフロア、階高）の検討
防災計画（避難、BCP、地域防災等）

CASBEE本検証
▼各種法申請手続き

計画通知
CASBEE京都
景観条例 緑化計画書

道路上空建築物協議

プロジェクトマネージメント
コストプランニング
全体規模検討 VOLLUME

CHECK予算・財源・補助金等　確認
BUDGET
CHECK

工区・工種ごとのコスト配分検討

COST PLANING
大概算１ COST

CHECK 1
大概算２ COST

CHECK 2概算 COST
CHECK 3

調整 発注・調達
LCC/維持管理費・ランニングコスト検討 LCC/RUNNING COST

本積算、予算書作成

施工計画
建設工期の検討
工区設定、揚重・仮設計画
概略工程表の作成
改修計画の概略図作成

構造計画
各所室諸元の確認（床積載荷重）
構造・基礎形式の比較検討
構造架構の検討
仮定断面
構造計算

設備計画
設計条件・要求性能の確認
熱源方式、空調方式、ゾーニング検討
災害対応計画の検討
設備機械室等のレイアウト検討

温熱・通風・採光シミュレーション

機器更新、搬入経路の検討

土木・ランドスケープ
既存樹木調査
ランドスケープマスタープラン
鴨川護岸整備協議
高瀬川架橋協議

ホール
ホールの検討（形式、舞台設備等）
音響設計

H35年度

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 H34年度

成果品まとめ

条件整理

条件整理

条件整理

COST ESTIMATE

供用開始工事(30ヶ月）施工者選定

発注手続き

WTO　4ヶ月

着工
準備

実施設計（１８ヶ月）基本設計（13ヶ月）still moving
プレデザイン契約 step1 step2 step3 先行地区の設計 許可・申請関係

B工区実施設計

積算 調整

詳細検討 積算図

C工区実施設計

積算 調整

詳細検討 積算図

ゾーニング

ヒアリング
ゾーニング

プランニング

プランニング

A工区実施設計

積算 調整

詳細検討 積算図

事前申請 本申請

図面作成

図面作成

図面作成

図面作成

図面作成

図面作成

構造計算

構造計算

構造計算

各種計算

各種計算

各種計算

仮定断面

仮定断面仮定断面
仮定断面

図
渡

し
▶

仮設計画計画書

崇仁小解体設計

詳細設計

架構

詳細設計 

架構架構

詳細設計 

図面作成

図面作成

図面作成

各種計算

各種計算

各種計算

詳細設計

詳細設計 
詳細設計 

架構、Exp.j

事前協議

運用計画

新単価チェック

◀◀◀
FEEDBACK

KICKOFF  REVIEW

DESIGN
 REVIEW

COST REVIEW
▶

COST REVIEW
▶

COST REVIEW
▶

COST REVIEW
▶

DESIGN
 REVIEW

DESIGN
 REVIEW

DESIGN
 REVIEW

DESIGN
 REVIEW

DESIGN
 REVIEW

DESIGN
 REVIEW

DESIGN
 REVIEW

◀◀◀
FEEDBACK

◀◀◀
FEEDBACK

◀◀◀VE

HAN
DOVER

▶▶▶

HAN
DOVER

▶▶▶

HAN
DOVER

▶▶▶

崇仁小学校
解体

◀◀◀VE

◀◀◀◀　
▶

◀　
▶ ◀　

▶

VE

HAN
DOVER

▶▶▶

Terraceハウス（崇仁事務所）
JV ワンストップ

永田
音響

コスト ・ コンストラクションマネジメント /３名

サトウファシリティーズ
コンサルタンツ

積算/14名

協和建築積算事務所

舞台照明/1名
奥畑 康夫(アート・ステージライティング・グループ)

舞台機構/1名
小栗 哲家(アートクリエイション)

ホール計画/1名

本杉省三
音響設計/2名

永田音響設計

ランドスケープ/4名

忽那裕樹（E-DESIGN/大阪）

設備設計 / 担当者 5 名

ARUP　荻原廣高

構造設計 / 担当者 4 名

ARUP　金田充弘

マネジメント /2 名

小野田泰明
(東北大学教授)

防災計画 /2 名

明野設備

槻橋修槻橋修

私立大学教授
市内大学の
設計実績

私立大学教授
市内大学の
設計実績

芸大卒

8名

20名

2名

4名

6名

京大准教授

神戸大学准教授神戸大学准教授
京大ギャングスターズ元主将京大ギャングスターズ元主将

芸大教授芸大教授

（私大特任教授）（私大特任教授）

長坂常長坂常

リサーチ ・ スタジオ運営 /1 名
川勝真一(RAD/京都)
リサーチ ・ スタジオ運営 /1 名
川勝真一(RAD/京都)

アーカイブ計画/2名

桂英史(アイダアトリエ、芸大教授)

土木/1名

星野裕司(熊本大学教授)

舞台
機構

舞台
照明

基本設計
とりまとめ

基本設計
とりまとめ

条件整理

条件整理

第 2 工程第 2 工程

第 3 工程第 3 工程

第 1 工程

定例 ▶

ホール
版画

デザイン

高校

高校

音楽
油画 漆工

染織
彫刻

陶磁器

デザイン

ホール

高校 日本画

高校日本画
彫刻彫刻彫刻

陶磁器

構想設計

予算確定
承認

随時コスト
チェックし

モニタリング
を徹底

コスト縮減効果の
高い初期段階からチェック

修正期間を確保し、 期限
を守り、確実に納品します。

CASBEE 京都
申請は工事着工
21 日前まで

計画案の
お披露目

上棟
見学会

崇仁小学校
さよならWS

緑化
WS

使い方
WS

案の理解・課題の共有・参画方法の検討

転前後の変化(ビフォアアフター)、
キャンパスライフ、卒展WS、 地域連携

Ars-glotta、Terra、＠KCUAの具体化、
夜間景観、花見大会WS

所名WS、活用アイデアソン、
アプローチ開発

インターフェイス
仕上げ決定

8F8F

8F8F 4F4F 4F4F 4F4F

4F4F 4F4F

4F4F

4F4F

8F8F
8F8F

8F8F 8F8F

5F5F

A 地区B 地区C 地区

第 2 工程第 2 工程

第 2 工程第 2 工程

第 3 工程第 3 工程

第 3 工程第 3 工程

第 3 工程第 3 工程
第 1 工程

コンクリート㎥数試算
250 ㎥＜BOX＜550 ㎥
BOX の単位が
打設工区になる A 地区B 地区

2021.7

C 地区

ヤードヤード

ヤードヤード ヤードヤード

A 地区B 地区C 地区

2021.10
ヤードヤード

ヤードヤード ヤードヤード

ヤードヤード

A 地区B 地区C 地区

2022.1

ヤードヤード

ヤードヤード

A 地区B 地区C 地区

2023.2

ホール

A 工区を先行することで人工を平準化すると
ともに詳細検討内容をB・Cに反映させます。

芸大祭で
お披露目

最終案模型

関係調整の多い C 地区の
調整期間をしっかり確保

日本初の WTO 発注の
中部国際空港の実績

H31 年度新単価が開示さ
れてから金入れスタート

精度の高い積算結果を
B,C 地区にフィードバック

アルスグロッタ内は平面的に段階的なセキュリティ(P.3参照)

BOX 外壁が
第 1 セキュリティ

セキュリティレベル
2,3 はTerra接地階
レベル以上に配置

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

レ
ベ

ル

アルスグロッタ

浸水レベル

旧崇仁小学校体育館は、浸水レベルに
なるため、Terraが地域防災として有効

火災、地震時 火災、
地震時

浸水時浸水時

廊下居室

容易な
間仕切り変更

水
平

シ
ャ

フ
ト

垂
直

シ
ャ

フ
ト

全関係者の
情報共有
（＝同期）

柳原銀行記念資料館柳原銀行記念資料館

塩小路通

河原町通り河原町通り

鴨川須原通河原町通り

河原町通り河原町通り

鴨川

エキスパートを集結させつつ、
パラレルプロセスと地域を拠点
とした窓口の一元化によって、
役割、責任の所在、合意形成を
明確にします。

現地に対話の場を設けることにより効果的な
プレイスメイキングを行います。
(崇仁小学校跡施設の一部活用など)

地域に根ざし、崇仁とBTIの持続的関係を作ります地域に根ざし、崇仁とBTIの持続的関係を作ります

労務の平準化と成熟化、適切な工区分けと工程計画

地組ヤードを確保し、施工合理化を図ります。

工期とクオリティを確実にする施工計画

段階的にフレキシブルに
運用可能なセキュリティ計画

合理的な避難計画と地域防災としてのまちなかキャンパス

管理が容易な植栽計画

LCC、LCCO2を削減する

DESIGN to COST-的確なコストプランニングにより予算内で価値を上げる-

建築計画にとどまらず、
工程マネジメント・発注支援を
行います。

安心・安全な防災
計画を策定します。

確実に予算内に
納めます。

災害時にも安心安全な
構造計画（P.1参照）

まちとキャンパスが連続した
緑、水辺景観を実現します。

災害時の居住性と
バックアップを確保（P.2参照）

コーパスを教育に
活かします

多彩なコラボレーションと実績で
ニーズにあったホールを計画します。

充実した実績でホール音響、
防音計画を実現します。

ホールの各分野のエキスパートを
集結させた最高のチーム体制です。

最新単価に迅速に対応した積算を行います。

街並み、鴨川、高瀬川それぞれ
にあった夜間景観をデザインします。 排水処理計画

▼

メンテナンス

分棟形式による安心・安全な計画

RC在来工法がメインの
ため、高層のC地区か
ら順に３つの工程に分
け、同じ職方チームが
繰り返し作業を行うこと
で、労務の平準化と成
熟化を図ります。

Box内の2方向避難で法的な避難経路
を確保するとともに、Terraを屋外避難
動線としても利用することで、避難の集
中を防ぎます。また、川が氾濫した場合
は、地域の人がTerraに避難することで
地域の避難場所としても有効です。

セキュリティを段階的に設定するこ
とで、時と場合に応じて、地域との
適度な隔たりと開かれを可能にする
まちなかキャンパスを実現します。

Boxを段階的に建てることで、工事建物に隣接する広く整形な工事
ヤードを確保します。それによるサイト内PC製作など施工方法の選
択肢や可能性が広がり、コスト・工期の削減にも寄与します。

標準化設計により型枠、仮設材等を転用

モジュールを統一するなど標準化することで、型
枠、仮設材などを転用し、効率化を図ります。

植栽のゾーン管理、草地形成デザイン、郷土種採
用、排水性（集水性）の向上などにより、ローメンテ
ナンスな植栽計画で、現キャンパスと同程度のメン
テナンスコストに納まる提案です。

設備更新性
機械室を低層階の搬入口に近い位置に
配置し、設備の更新を容易にします。
Box内には、垂直・水平方向のシャフトを
設けることで、簡易なプラン変更にも柔
軟にローコストで対応できる計画です。

屋上緑化は、断熱効果により下階の空調負荷を約30%低
減させかつ、自身の気化冷却効果が表面温度を約20℃
低減し快適な屋外環境を創ります。外壁の劣化抑制、周
辺への冷気の染み出し効果も期待できます。また、分棟
化したその間を流れる通風や採光のデザインや、地下
水の冷暖房、雑用水などへの多段階利用などを組み合
わせ、通常の大学施設と比べ約42%のエネルギー削減、
約5,400万円/年の光熱水費削減が期待できます。

分棟の外壁と開口部の量と質をコントロールする 空間の質と面積のプランニングにより予算内に納める

コストインパクトの高い外壁に関しては、適切な
開口量と仕様のバランスをコントロールします。

照明/2名

岡安泉（岡安泉照明事務所）

第 2 工程第 2 工程

第 3 工程第 3 工程

竣工竣工

第 1 工程

自然光シミュレーションの例

浮いたホール下から人々を誘うアルスグロッタ浮いたホール下から人々を誘うアルスグロッタ エクストラオーディナリーなキャンパスエクストラオーディナリーなキャンパス 夏祭りの風景 / 地域とキャンパスが交わる十字路 鴨川に面したテラスの風景

屏風の様に建築と自然、 アクティビティが折り重なる JR からの景観

HAN
DOVER

▶▶▶

同期 同期

同期

同期

同期

同期

同期

同期
同期 同期 同期 同期 同期 同期 同期 同期

設計の初期段階から多様な関係主体を巻き込んだパラレルプロセスの運営によってキャンパスづくりの実践(プ
ラクティス)そのものがコーパス（資料体）となります。
設計の初期段階から多様な関係主体を巻き込んだパラレルプロセスの運営によってキャンパスづくりの実践(プ
ラクティス)そのものがコーパス（資料体）となります。

設計主体の拡張を前提とした芸術大学の都市部への移転という複雑な事業を着実に執行するために、関西を拠点としたメンバーが柔軟かつ迅速に課題に
対応します。大学組織や公共施設、工事発注に明るい協力者と共に予算と工期、クオリティを確実に実現します。事業の着実な執行を保証するパラレルプロセス事業の着実な執行を保証するパラレルプロセス0909

キャンパスづくりの実践そのものがコーパス（資料体）となるキャンパスづくりの実践そのものがコーパス（資料体）となる1010

赤松佳珠子赤松佳珠子
平田晃久平田晃久

設計主体の拡張を

地域を拠点
とした窓口の一元化

責任の所在、合意形成
ます

複雑な事業を着実に執行 たたメンバー関西を拠点とした
予算と工期、クオリティを確実に実現算

が柔軟かつ迅速

随

O ）体体料（スパパパパがコのもその)そススススCOCCティクテラクラク （（資（（資そクククク ィスィスィスィスC ののののののののス)ス)ス)ス) ス（スススススススココココィス ものもも コ パク そののの のががも)そク がが 体ラクラクテクティティスィス)ス)そ)そそのものものもののがコがコーコーパーパスパスス（（資料資料体体））））体料体）体）
ススロセプルプルルルパラレパパラララレルププレレパパパラパララレル セススセスプププロセスセスセセレルプルプロプロセロセスセスス ププププ実りのづくスパパパパンキャキ づづづづ (プププププ(プンンンン ののののくくくンパンンンン スススススキャンパス りスづづ のキ く 践ププてキてキャキャンャンパンパスパスづスづくづくりくりのりのの実実践(践(プ(プ

地域との
適度な隔たりと開かれ

地域の避難場所

労務の平準化と成
熟化

標準化 広く整形な工事
ヤード

コスト・工期の削減

開口量と仕様のバランス

断熱効果

外壁の劣化抑制
冷気の染み出し効果

べ約42%のエネルギー削減、

ローメンテ
柔

軟にローコスト
ナンス

転用 効率化
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